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展覧会情報 : 谷内 薫 展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2011-3-4 10:54:13 (3255 ヒット)

谷内 薫 展
2011年3月22日(火)～4月3日(日)
28日(月)休廊
12:00～19:00(最終日は17:00まで)
26日(土)17:00よりオープニングパーティーを行います

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

一つ一つの繊維は柔らかく　繊細で儚い。
しかし、糸になれば力強く、その糸が織り成すものはあたたかく優しい。
『繊細で儚くとも力強く、それでいて優しい』
糸が持つそれらの要素は、人と人との繋がりや関わりを感じさせてくれる。
私たちが生きていく中で、
人が人によって成り　人が人の中で生ずる様を
時には太い糸のように…
時には細い糸のように…
あるいは長く…
あるいは短く…
そんな糸をイメージしながら制作。
糸（いとへん）が持つ‘つなぐもの’ という意味も踏まえ、
目には見えないが確かに在ル大事な物、そんなカタチ無き気配を　
改めて実感・体感する為のきっかけを作りたいと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷内 薫
　 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

谷内 薫　　　 TANIUCHI　Kaoru
　
１９８３　　　奈良県に生まれる
２００６　　　京都精華大学芸術学部
　　　　　　　デザイン学科テキスタイルデザインコース卒業
２００７　　　奈良・京都で陶芸を学ぶ
２００８　　　滋賀県立陶芸の森 スタジオアーティスト

個展

２００８　　　谷内 薫 展（ギャラリーマロニエ・京都）
２００９　　　谷内 薫 展（ギャラリー白・大阪）
　　　　　　　谷内 薫 作品展（arton art gallery・京都）　
２０１０　　　谷内 薫 作品展‖(arton art gallery・京都)
　　　　　　　谷内 薫 展（ギャラリー恵風・京都）
２０１１　　　谷内 薫 展（ギャラリー揺・京都）

グループ展・公募展・その他

２００８　　　まちなかアートin 信楽2008（ギャラリー蓮月・滋賀）
　　　　　　　現代美術小品展（ギャラリーSUZUKI・京都）
２００９　　　第20 回日本陶芸展　入選
　　　　　　　第27 回朝日現代クラフト展　入選
　　　　　　　第29 回長三賞現代陶芸展　入選
　　　　　　　New Friends,Art and Adventure:A Ceramic Art Exhibition
　　　　　　　（オーストラリア国際交流基金ギャラリー・シドニー）
　　　　　　　NAP プレ展覧会（CASO・大阪）
　　　　　　　星に願いを（neutron tokyo・東京）
　　　　　　　現代美術小品展（ギャラリーSUZUKI・京都）
　　　　　　　第回49 日本クラフト展　入選
２０１０　　　陶芸の提案２０１０( ギャラリー白・大阪)
　　　　　　　それぞれの風景展（アートスペースかおる・兵庫）
　　　　　　　アートフェア京都（ホテルモントレ京都・京都）
　　　　　　　第18 回国際丹南アートフェスティバル 2010
　　　　　　　Naturals,Not By Nature（エスプリ・ヌーボーGallery・岡山）
　　　　　　　NAP グループ展「ザ・great 盆地フロンティア」
　　　　　　　（カイナラタクシー綿町ビル・奈良）
　　　　　　　現代美術小品展（ギャラリーSUZUKI・京都）
２０１１　　　陶芸の提案２０１１（ギャラリー白・大阪）
　　　　　　　ヤヨイヅキノハナ（けいはんな記念公園水景園・京都）

三橋登美栄のブログ「谷内 薫 展 (2011.3.22～4.3)を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

シリーズ企画 : 「間」 １　和田ひとえ展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2011-2-5 10:43:16 (3485 ヒット)

ギャラリー揺 シリーズ企画「間」１
和田ひとえ展
ー音もなく、ー

2011.2.15(火)～27(日)　21日(月)休廊
12:00～19:00(最終日17:00)
2月19日(土)17:00よりオープニングパーティーを行います。

･･････････････････････････････････････････････････

よいものにはよい「間」があります。

以前、銀閣寺の近くに住んでいました。

結果14年間住まわせていただいたその家は、

ご自宅でお茶を教えておられる方の、庭の中にある“離れ”で、

感じのよい建物でした。

静かな環境でしたが、当時築70年前後の、蔵を改装したその家の中には、

外の静けさがよく伝わってきました。

雪が降る夜、アトリエで絵を描いていると、雪の音さえ聞こえてくるようでした。

無音の音に耳をすまし、自分の内に問いかけ、我を離れて描く。

心の上に純粋に芸術を求めたい。

絵を描くことは自分にとって幸福。

描かせていただけていること感謝しています。

和田ひとえ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

和田ひとえ略歴

1967　　神奈川県に生まれる
1992　　京都芸術短期大学専攻科修了
1993　　個展（京都/ギャラリー中井）
1994　　川端龍子賞展 入選
1995　　松伯美術館花鳥画展 優秀賞（'96 入選）
　　　　 青垣2001年日本画展 入選（'97 佳作）
1997　　個展（京都/立体ギャラリー射手座）
　　　　 京展 紅賞
1998　 インド独立50周年記念美術展
　　　　 雪舟の里総社 墨彩画公募展 特選（'00, '02 入選）
1999　　個展（京都/立体ギャラリー射手座）
　　　　 パンリアル展（以後 '10退会まで毎年）
2000　　個展（京都/立体ギャラリー射手座）
　　　　 2000新鋭美術選抜展（京都市美術館）
2001　　CRIA展（京都芸術センター）
　　　　 個展（京都/立体ギャラリー射手座）
2002　　第２回トリエンナーレ豊橋 星野眞吾賞展 入選
2004　　個展　―無音―　（神戸/花岡画廊）
2006　　個展 「雪の音」 （京都/石田大成社ホール）
　　　　 蝉の会（神戸/花岡画廊　同 '07, '08）
2009　　京都 日本画新展 （美術館「えき」KYOTO　'10 優秀賞）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
･･････････････････････････････････････････････････ 
･･････････････････････････････････････････････････

三橋登美栄のブログ「和田ひとえ展「音もなく、」(2011.2.15～27）を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

シリーズ企画 : 「移行」 ５　三橋登美栄展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2010-11-27 20:21:29 (1896 ヒット)

ギャラリー揺　シリーズ企画「移行」５
三橋登美栄展
ー草が巣むー

2010.12.7(火)～19(日)　13日(月)休廊
12:00～19:00(最終日17:00)

･･････････････････････････････････････････････････

人は巣と定めたところに住み生活を営みます。
その人が居なくなり、風が運んだ種が芽生えると、
空き家の住人は草に代り、生育して巣は再び輝きを取り戻します。
日毎に変わる私の心の中にも、草の新芽が生育しています。
　　　　　　　　　　　　　　三橋登美栄　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
･･････････････････････････････････････････････････ 
･･････････････････････････････････････････････････

三橋登美栄

1976年　　下村良之助に師事
1994年　　パンリアル美術協会入会・会員（2001年退会）
2005年　　京都・銀閣寺前町にギャラリー揺を開設

[個展]
1993年　巣作り　ARTSPACE NIJI 　京都
1994年　Build a Nest　Imagine 　滋賀
1995年　芽　Imagine 　滋賀
2001年　IN SEED　アートライフみつはし 　京都
2003年　A Daily Pad Calendar　ギャラリーすずき　　京都
2005年　IN SEED 2　Augustana Lutheran church　　アメリカ
2010年　シリーズ企画「移行」５－草が巣む　ギャラリー揺　　京都

[グループ展]
1985年　鈴木靖将・三橋登美栄２人展　堺町画廊　　京都
1990年　BAO芸術祭in沖島　琵琶湖・沖島全土　　滋賀
1992年　絵画教室・朋展（以降３年毎）　田中駒　　滋賀
1994年　パンリアル展（以降2001年迄毎年）　京都市美術館　　京都
1997年　日韓中・国際交流展　タンソンギャラリー　　韓国
　　万灯会万灯展（以降毎年）　妙蓮寺　　京都
1998年　ART SPICE展　アートライフみつはし　　京都
2000年　ニッコーを支えるチャリティ・オークション　大丸京都店　京都
　　　　　　比良から新しい風が・・・Part8　比良美術館　　滋賀
2001年　鬼展　同時代ギャラリー　　京都
　　平塚浩平・三橋登美栄２人展　ホテル ハット・ウォールデン　　山梨
2002年　藤原昌樹・三橋登美栄２人展　ンション. POLLYANNA　　山梨
2003年　版画ミニフェスタ　楓ギャラりー　　大阪
2009年　日本現代アーティスト展　CASA DE CULTURA　　スペイン

[公募展]
1981年 京都市美術展 京都市美術館 京都
大津市美術展毎日新聞社賞 大津市民会館 滋賀
1982年 山総美術展佳作賞 山総美術 京都
1983年 上野の森美術館大賞展（'89,'92,'94,'97) 上野の森美術館 東京
滋賀現代絵画展('85,'86) 滋賀県立近代美術館 滋賀
1984年 日仏現代絵画展第3席 東京都美術館 東京
同上 グランパレ美術館 フランス
仏メリニャック国際ビエンナー推薦出品 メリニャック市庁舎 フランス
山総美術展 山総美術 京都
1985年 日仏現代絵画展（'86,'87） 東京都美術館 東京
同上 グランパレ美術館 フランス
1986年 東京セントラル美術館日本画大賞展 セントラル美術館 東京
1987年 山総登龍会優秀作家展 山総美術 京都
IBMびわこ現代絵画展佳作賞('91) 滋賀県立近代美術館 滋賀
1989年nIBMびわこ現代絵画展('90,'92,'95) 滋賀県立近代美術館 滋賀
1993年 上野の森美術館大賞展賞候補 上野の森美術館 東京
1995年 びわこ現代造形展 浜大津港前広場 滋賀
1999年 花の美術大賞展（'00,'01) 加西市民会館 兵庫
2000年 西脇市サムホール大賞展 西脇市岡之山美術館 兵庫
FUKUIサムホール美術展準大賞 福井カルチャーセンター　福井
2001年 FUKUIサムホール美術展奨励賞 福井カルチャーセンター 福井

三橋登美栄のブログ「三橋登美栄展「草が巣む」(2010.112.7～19)を終えて」もご覧ください

続き... | トラックバック・コメント ( 1 )

シリーズ企画 : 「移行」　４ 藤野さち子陶展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2010-10-30 21:46:48 (2715 ヒット)

ギャラリー揺　シリーズ企画「移行」4
藤野さち子 展
ーカタチの向こうー

2010.11.2火)～14(日)　8(月)休廊
12:00～19:00(最終日17:00)

･･････････････････････････････････････････････････

内なるものが心象風景としての造形となり、
そして説得力を持ち得るものでありたい。
形に宿る思いが造形＋無形の表現空間に広がることを
願います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤野さち子

･･････････････････････････････････････････････････
･･････････････････････････････････････････････････

藤野さち子 略歴

1987 女流陶芸展大賞
1989 陶芸ビエンナーレ('89,91,93,95)
　　　日本陶芸展('89,91,95)
　　　朝日陶芸展, 国際陶磁器美濃'89
1990 京都工芸ビエンナーレ展
　　　朝日陶芸展・シドニー巡回
1991 朝日陶芸展 秀作賞
　　　女流陶芸展 文部大臣賞
1992 京都工芸ビエンナーレ展 優秀賞
　　　日本現代陶彫展'92マケット特別賞(審査委員長賞)
　　　女流作家による現代京都の美術工芸展 (京都文化博物館)
　　　新。現代造形展 (大阪市立美術館)
　　　朝日陶芸展 秀作賞
1993 色と形の通過展 (大阪現代美術センター)
1994 京都工芸ビエンナーレ 優秀賞
　　　日本現代陶彫展'94マケット特別賞
　　　ニュージーランド・フレッチャーチャレンジ国際陶芸展 審査委員賞
　　　CLAY WORKS内在する精神と独創 (ギャラリーIKUR1/東京)
　　　京都野外陶芸展
1995 個展(阪急百貨店/大阪)
1996 個展(阪急百貨店/大阪)
1997 京都美術工芸選抜展 (京都文化博物館)
　　　個展(三越百貨店/東京)
1998 21世紀へのエスプリ展 (ギャラリー賛/京都)
1999 個展(阪神百貨店/大阪)
　　　個展(ギャラリーマロニエ/京都)
2000 ファエンツア国際現代陶芸展 (イタリア)
　　　WILLIAMSBURG BRIDGES JAPAN (Williamsburg Art & Historical
　　　Center/ニューヨーク)
2001 第1回大韓民国世界陶磁ビエンナーレ国際展 特別賞(イチョン/韓国)
2003 個展(アートスペース・感/京都)
　　　個展(阪神百貨店/大阪)
　　　現代韓日陶芸展 (錦湖美術館/ソウル)
2004 FFA現代美術展 (大阪府立現代美術センター)
2005 京都所蔵陶磁器展 (京都文化博物館)
　　　無限の源―現代美術立体造形展 (守山市民ホール/滋賀)
　　　個展(阪ネ申百貨店/大阪)
2006 京都の美術・工芸展―センス・オブ・ウーマン (京都文化博物館)
2007 特別企画シリーズ。現代陶芸を知る「魅せられる。・・」
　　　(滋賀陶芸の森陶芸館,東京,静岡,フランス,アメリカ巡回)
　　　NY酒生展(日本クラブ/NY)
　　　架空通信「百花練乱展」(兵庫県立美術館)'08
　　　BREAKING THE MOLD・LEADING JAPANESE WOMEN CERAMISTS
　　　(」OAN B MIRVISE LTD/ニューヨーク)
2008 京都工芸美術作家協会展 30回記念奨励賞
　　　「明日を視つめるアート展」(比良美術館。滋賀)
2009 「現代陶芸を知るJセーブル美術館。フランス
　　　クロッカー美術館・アメリカ
　　　「9人の方法Jギャラリー菊。大阪

――PUBLIC COLLECT10N- 一
京都文化博物館 土岐市 多治見市 住友電工迎賓館(東京)
ファエンツア国際陶磁美術館(イタリア)アプリカ育児試験研究所センター(奈良)
イチョン国際陶磁センター(韓国)エール大学(アメリカ)クロッカー美術館(アメリカ)
クラーク財団(アメリカ) フロリダ大学・ハーン美術館(アメリカ)

三橋登美栄のブログ「藤野さち子展「カタチの向こう」(2010.11.2～14)を終えて」もご覧ください

続き... | トラックバック・コメント ( 3 )

展覧会情報 : 裏山とタイル　表恒匡・中村裕太
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2010-10-5 22:07:34 (3321 ヒット)

裏山とタイル　表恒匡・中村裕太
2010年10月19日(火)～31日(日)
25日(月)休廊
12:00～19:00(最終日は17:00まで)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

本展は両者の制作行為の合点を模索することから始まった。
表は裏山という場を対象とし、写真によってその断片を精巧に採集する。一方で中村は郊外地の住居という場において、剥離した
タイルを採集する。一見すると異なる対象を取り扱っているようにみえるが、それらは相容れない対象ではない。なぜなら、おお
よそ郊外の住宅地は山にせりたち、斜面を登るとすでにそこが山とひとつづきであることに気付かされる。また里山の民家には
「背戸」と呼ばれる山への入り口がある。つまり山と住居との境に両者の合点がある。

採集した写真とタイルを「住居」に持ち込み、再構築することを試みる。

表 恒匡・中村 裕太

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 略歴
表 恒匡

1981 広島県生まれ
2005 京都精華大学大学院芸術研究科洋画分野修了

関西を中心に美術作品、展覧会などの写真撮影に携わる。
また、美術作家として活動。京都在住
http://omotenobutada.blogspot.com/
http://sandwich-cpca.net/graphic/index.html#01

【個展】
2007 「R」 neutron・京都

【主なグループ展】
2005 「神戸アートアニュアル 2005」 神戸アートビレッジセンター・神戸 
2006 「京都府美術工芸新鋭選抜展 2006」 京都文化博物館・京都
2006 「懐疑と捏造：アートのジレンマ展」 京都精華大学ギャラリーフロール・京都
2008 「Bunkamura Art Show 2008」bunkamura art gallery・東京

中村 裕太

1983 東京都生まれ
2005 京都精華大学芸術学部造形学科陶芸専攻卒業
2007 京都精華大学芸術研究科博士前期課程修了
2010 京都精華大学芸術研究科博士後期課程在籍

【個展】
2007 「NOW NO SWIMS ON MON」neutron・京都
2008 「SHOW / ROOM」shin-bi・京都
2009 「豆腐と油揚げ」neutron kyoto・京都
「めがねや主人のペンキ塗り」neutron tokyo・東京

【主なグループ展】
2006 「懐疑と捏造：アートのジレンマ展」 京都精華大学ギャラリーフロール・京都
「2006日韓現代陶芸－新世代の交感展－」愛知県陶磁資料館・愛知
2007 「ACN & Selsius 2007」The National Art Gallery・Kuala Lumpur
2008 「gadget」京都芸術センター・京都
2010 「1floor2010 質朴／技術」 神戸アートビレッジセンター・神戸 

三橋登美栄のブログ「表恒匡・中村裕太２人展｢裏山とタイル」(2010.10.19～31)を終えて」もご覧ください。

続き... | トラックバック・コメント ( 2 )

展覧会情報 : 植松永次展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2010-10-5 21:28:08 (1907 ヒット)

植松永次展
ーいつか見た空ー
2010年10月5日(火)～17日(日)
12日(火)休廊
12:00～19:00(最終日は17:00まで)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

陶芸も美術もない自然の中で土を手にした時、
人は何を考えてどのように動くのか。
自分の痕跡なのか、何かを伝えるのか、願い事をするのか、絵になったり、あるいは形が出来るのか。
自然の材質に引かれ土に触れだした私の仕事はその後火を取り入れ、
毎日の生活で感じる事や器が自然と形となって来ました。　　　　　　　植松永次
　 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

植松永次 略歴

１９４９　　神戸に生まれる
１９７２　　平面での仕事から自然の材質に引かれ土に触れる。後に火を取り入れる。
１９８１　　グループ展参加
１９８６　　個展で発表を始める。

近年の個展
２００７　　伊丹工芸センター（兵庫）
２００９　　小海町高原美術館（長野）

グループ展
２００７　　International Asian Art Fair（ニューヨーク）
２００８　　アートで変わる住空間　ギャラリー佑英　
N４ TOWERマンションパビリオン（大阪）
２０１０　　Sigaraki ACT 2010(信楽)
　　　　　　BIWAKO BIENNALE2010(近江八幡)

三橋登美栄のグログ「植松永次展いつか見た空（2010.10.5～17）を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : 金 正敏 展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2010-9-17 22:07:00 (1811 ヒット)

JUNGMIN KIM exhibition 　金正敏展
ー器夢ー
２０１０年9月28日(火)～10月3日(日)
１２：００～１９：００(最終日は17:00まで)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
私が作る器は‘器’が持つ道具としての概念にとらわれず
生物が宿る‘土’としての純粋な生命の存在を感じさせてくれるものです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 キム チョンミン

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

金 正敏 プロフィール

1984年　韓国ソウルに生まれる
2008年　韓国 国民大学　陶芸コース卒業

現在　京都造形芸術大学　大学院在籍
　　　　　　

（主な展覧会）

2010年　個展　「Uncontrol in control」　（京都）
2010年　グループ展　「芸術は爆発するのか。」　（大阪）

三橋登美栄のブログ「金正敏展「器夢」(2010.9.28～10.3)を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

シリーズ企画 : 「移行」3　かのうたかお展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2010-9-7 11:14:37 (2171 ヒット)

ギャラリー揺　シリーズ企画「移行」３
かのうたかお 展
ーThe Passion Of Loversー

2010.9.14火)～26(日)　21(火)休廊
12:00～19:00(最終日17:00)

･･････････････････････････････････････････････････

本来、移ろい続け、形としてとどまる事が無く、立体として立ち上がる事の無い砂。その砂が固まり、造形物として目の前に現れ
る事の不思議さ、奇妙さ、美しさを見せたいと思っている。　　　　　　　　　　 かのうたかお

･･････････････････････････････････････････････････
･･････････････････････････････････････････････････

　　　　　　　　　
かのう　たかお　
　　　　　　
１９７４年　　京都に生まれる
１９９８年　　京都精華大学　美術学部　造形学科　陶芸卒業
　　　　　　　青年海外協力隊隊員として西アフリカ　ニジェール共和国にて陶磁器指導

個展
２００２年　　＜ＳＯＲＴｉＲ＞　　ギャラリーマロニエ(京都)　
２００３年　　　　　　　　　　　　ギャラリーマクレノン(東京)　
２００４年　　＜dans le desert＞　　ギャラリーマロニエ(京都)　
２００５年　　＜砂の記憶＞　　京都文化博物館(京都)　
２００６年　　＜la dune＞　　ギャラリー中井(京都)　
２００７年　　　　　　　　　 ギャラリーマロニエ(京都)　
２００９年　　　　　　　　　 ギャラリー中井(京都)　
　　　　　　　　　　　　　　 大丸京都店アートサロン(京都)　
　　　　　　　　　　　　　　 ギャラリー白３(大阪)　

グループ展
２００３年　　＜花落ちて　なお　花在り＞　　さかづき美術館(岐阜)　
　　　　　　　＜そそぐ器＞　　ギャラリー玄海(東京) 
２００４年　　＜少年陶芸探偵団＞　　さかづき美術館(岐阜)　
２００６年　　＜ハコ展＞　　さかづき美術館(岐阜)　
　　　　　　　＜哲学キャフェ・・・それぞれの物語展＞　　ギャラリー花いろ(京都)　
２００７年　　＜少年陶芸探偵団＞　　さかづき美術館(岐阜)　
　　　　　　　＜第４５回記念朝日陶芸展＞　　名古屋ほか巡回　
２００８年　　＜ceramic site 2008＞　　ギャラリー白(大阪)　　
　　　　　　　＜第８回国際陶磁器展美濃＞　　セラミッパーク美濃(多治見)　
　　　　　　　＜試みの茶事＞　　ギャラリー春窯(多治見)　
２００９年　　＜遊碗展＞　　ギャラリー器館(京都)　
　　　　　　　＜ceramic site 2009＞　　ギャラリー白(大阪)　
　　　　　　　＜へうげて、暮らすか＞　　クラスカ(東京)　
　　　　　　　＜gallerism 2009＞　　大阪府立現代美術センター（大阪）
　　　　　　　＜へうげ十作『ISETOYAN』＞　　伊勢丹新宿店（東京）
２０１０年　　＜やきものの現在＞　　ギャラリーヴォイス(多治見) 
　　　　　　　＜懐石の器＞　　ギャラリー器館(京都)　
　　　　　　　＜京焼×九谷焼　春場所＞　　金沢アートグミ(金沢) 
　　　　　　　＜ceramic site 2010＞　　ギャラリー白(大阪)　
　　　　　　　＜少年陶芸探偵団＞　　さかづき美術館(岐阜)　

受賞
２００８年　　第８回国際陶磁器展美濃　　銀賞

三橋登美栄のブログ「かのうたかお展「The Passion of Lovers」(2010.9.14～26）を終えて」もご覧ください

続き... | トラックバック・コメント ( 1 )

展覧会情報 : 昼馬和代 陶展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2010-8-4 21:27:47 (2151 ヒット)

昼馬和代 陶展 
２０１０年８月３１日(火)～９月５日(日)
１２：００～１９：００(最終日は１６：３０まで)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

京都での個展は初めてです。陶芸を始めて３３年になります。私の作品の多くは、自然のなかで起きる消滅と再生の現象を、自分
の人生に置き換え、表現しようとしています。
それは土を使って焼く事で、より表現が確かなものになります。
今回の個展では、あたかもここに水があったようすをオブジェにした作品や、自然の中の風景を取り込んだ河原の石ころのような
花器を出品します。
また、ギャラリーの庭では、水の流れるような陶の音、十数年作り続けている音作品をご覧いただきます。　　昼馬和代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

昼馬和代　プロフィール

１９４７　　　　　 大阪府堺市に生まれる　
１９７６～　　　　水野清亀　ひさのに師事　作陶始める
１９７８～９８　　女流陶芸展会員　毎日新聞社賞・選抜展他
１９７９～　　　　堺市展　市長賞２回他　現在委嘱
１９９７　　　　　 京‘９７領域・・・線展（京都四条ギャラリー）
１９９８　　　　　 ニューヨーク・堺美術家交流展（堺市博物館）
　　　　　　　　　 ニュージーランド４０周年記念展招待出品（テパパ博物館）
２００１　　　　　 台北県立鶯歌当時博物館作品買い上げ　　　　　
２００２～　　　　堺陶芸会設立　/Sakai陶芸展Part１～４
２００５　　　　　ニュージーランド日本祭　河合勝三郎氏と二人展　平面と立体の融合（ウエリントン市民会館）
　　　　　　　　　ニュージーランド＆日本　陶４人展（イロハニギャラリー）　　　　　　
　　　　　　　　　昼馬和代セレクションを出版
２００７　　　　　 NZウエリントン市に４０日滞在中　二人展・個展（他オークランド）
２００８　　　　　 ７・展（北野田文化フェスティバル）
２００９　　　　　 尼信博物館にて個展
２０１０　　　　　 堺陶芸展１０周年記念事業　堺・ウェリントン陶芸交流展　
　　　　　　
公募展出品歴
　　　　　　　　国際陶磁器展美濃‘９８　　
　　　　　　　　台湾国際陶芸ビェンナーレ　
　　　　　　　　朝日陶芸展　益子陶芸展　信楽陶芸展　
　　　　　　　　朝日現代クラフト展　日本クラフト展　
　　　　　　　　京都クラフト展・世紀を超えるクラフト展　
　　　　　　　　伊丹クラフト展　神戸ビェンナーレ　他　
　　　　　　　　個展８回

海外交流展
　　　　　　　　ニュージーランド（７回）　USAバークレー　韓国　台湾
パブリックコレクション
　　　　　　　　堺市北区保健所　陶板（２ｍ×４ｍ生命の旅）　
　　　　　　　　堺市役所国際文化部（ポルトガル人）
　　　　　　　　台北県立鶯歌陶磁博物館（揺らぐ）　　　　　　　　　
　　　　　　　　ニュージーランド/ウエリントン市長室・ウエリントン市民会館・NZ日本大使館
　　　　　　　　尼信博物館（飛翔・水のかたち）　　

水の形(変形花器)

三橋登美栄のブログ「昼馬和代展(2010.8.31～9.5)を終えて」もご覧下さい。

続き... | トラックバック・コメント ( 1 )

展覧会情報 : Small Museum 2010展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2010-7-13 10:54:24 (1642 ヒット)

Small Museum 2010
2010.7.19(月)～25(日)
12:00ー19:00(最終日は16:00まで)

･･････････････････････････････････････････････････

京都学園大学の「アートギャラリー実習 I」は、学生たちが展覧会を企画・運営することを通じて、アートと社会とのつながりを創
出することをめざした実践的な授業です。このたび、社会で活躍するアーテｲストたちの作品と、学生たちの作品を共にご紹介する
展覧会「スモールミュージアム2010」を企画しました。本展覧会では、区切られた３つの空間を活用し、ガーデンスペースに菅
原布寿史氏の立体作品、和室スペースに伊東宣明氏の映像作品、洋室に学生たちの写真を展示しています。また、「Reading/アー
ト作品を読む」をテーマに授業内で紹介したアーティストの作品展示も行います。
「アートギャラリー実習 I」担当講師　アマノ雅広
　　　　　　　　　人間文化学部准教授　岡崎宏樹
･･････････････････････････････････････････････････

洋室スペース　　京都学園大学 アートギャラリー実習 I (2010 年度) 受講生作品
　　　　　　　　　　「Reading/アート作品を読む」展示作品リスト
　　　　　　　　　　　１　「羽化」菅原布寿史
　　　　　　　　　　　２　「View of Garden」神埼智子（映像）
　　　　　　　　　　　３　「北京計数下来」山内浩（写真）
　　　　　　　　　　　４　「WHY NOW TIBET]有元伸也（写真）
　　　　　　　　　　　６　「覗き視るー第一鳥居、九段ー」アマノ雅広（写真）　　　　　　

和室スペース　伊東宣明
1981年奈良県生まれ。2006年京都造形芸術大学映像舞台芸術学科映像芸術コース卒業。2008年京都市立芸術大学大学院美術研
究科造形構想専攻修了。
立体ギャラリー射手座、海岸通ギャラリーCASOなどで個展。2010年「レゾナンス共鳴 人と響き合うアート」、2007年「第10
回岡本太郎現代芸術賞（TARO賞）」入選（川崎市岡本太郎美術館）ほか展覧会多数。

ガーデンスペース　　菅原布寿史
1962年京都生まれ。京都市立芸術大学大学院絵画専攻日本画修了後、アジア各地の遺跡を巡る旅で出会った美術をサンプルにし
て再構成した平面・立体作品やインスタレーションの制作を始める。シリーズ作品には、シルクロードの仏教壁画をもとにした構
成作品による「菩薩シリーズ」の他、古典絵巻を展示空間で機能する装置として再構成する「迷宮シリーズ」等がある。今回は
「迷宮シリーズ」の新作を発表。

続き... | トラックバック・コメント ( 2 )

展覧会情報 : 友葭良一展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2010-5-17 10:49:49 (1948 ヒット)

友葭良一展 
2010.6.1(火)～13(月曜休廊)
12:00～19:00(最終日は17:00まで)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

生命体になった文字以前のかたち。その物体（線）は私自身の意識では制御できそうにない動きとなって線条をつくる。漆黒の暗
闇、あるいは広大な宇宙空間―その静寂（しじま）を震えるようなかすかな音をたてて破り止まることがない。そこに私の象（か
たち）が刻まれている。 友葭良一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

TOMOYOSHI　RYOUICHI
友葭良一

1956年　福井県越前町生まれ
1979年　福井工業大学建築科卒業

主な個展
1989年　いづみ画廊（福井）
1990年　ART Gallery（武生）
1998年　ギャラリー１７（金沢）
1999年　ギャラリー１７（金沢）
2010年　ライフアップスクウェアアイズ（前橋）
2010年　ギャラリー揺（京都）

主な出展その他
1989年　Erotic Art展　いづみ画廊（福井）
1990年　気になる作家の小作品展　いづみ画廊（福井）
1992年　3人のこだわり　福井県立美術館
1992年　M・I・T　EXHIBITION　時代の風（福井）
1994年　岩本宇司・友葭良一・宮川哲弥展　福井県立美術館
1995～98　ART TOMORROW　福井県立美術館
1997年　中村二炳監修「現代の書芸術―墨象の世界」（淡交社）に作品収録
1998年　それぞれの視点’98　ギャラリー１７（金沢）
1999年　個の方位　福井県立美術館
2001～02　「Oh No!報復戦争」詩画展　原爆の図丸木美術館（埼玉）
2002年　モノクロームと動き展　福井県立鯖江高校　学生ホールギャラリー・［王山］（鯖江）
2002年　WORK’S展　海岸通ギャラリー・CASO（大阪）
2002年　比田井天来生誕130周年記念「21世紀を拓く書展」望月町天来記念館（長野）
2003年　位相のダイアローグ［右澤康之・友葭良一・中村康平・山本廣］展　鯖江市資料館
2006年　第55回記念「奎星展」宇野雪村記念賞受賞　東京都美術館
2006年　世界書藝祝祭「国際現代書藝展」招待出品　公平アートセンター（ソウル）
2007年　書壇受賞に輝く作家展　東京セントラル美術館
2007年　慶尚南道書藝大展「日本現代書藝作家特別招請展」（韓国・昌原市）
2007年　「川端文学を書く」展　茨木市立川端文学館
2007年　国際公募　墨画トリエンナーレ富山２００７　富山県水墨美術館
2007年　位相のダイアローグ・Ⅱ［五十嵐彰雄・友葭良一・中西圭子・山本廣］展　鯖江市資料館
2008年　Ten・ten　10人の書のかたち　銀座洋協ホール
2008年　２００８ソウル書藝ビエンナーレ「国際現代書展」大賞受賞　国立藝術の殿堂（ソウル）
2008年　「上上美術館国際芸術年展」招待出品（中国・北京）
2009年　「書と非書の際」PART：6　ART FORUM JARFO & まいづる千恵蔵（京都）
2009年　奎星会特別企画100人の主張・`０９奎星50人の書　上野の森美術館（東京））
2010年　「書と非書の際」PART：7　ART FORUM JARFO & まいづる千恵蔵（京都）

「動的線条・401」中国紙・墨　60×60cm 2010

三橋登美栄のブログ「友葭良一展（2010.6.1～13）を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : 笹谷晃生展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2010-5-6 23:13:35 (2048 ヒット)

笹谷晃生展
2010.5.18(火)～30(日)(月曜休廊)
12:00～19:00(最終日は17:00まで)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

最近では、私の彫刻が誰かにコレクションされたと仮定した時、作品がその人の身近にあることの意味や働きについて考えてみる
ことが多くなった。美術は精神の糧となる以外にその役割は他にないのは明白だ。だが、だからと言ってその糧とは何かと問いか
けてみても簡単に答えには辿りつけそうにない。でもそれが一体何なのかを探ってみたいと思う。　「掌中景」もそのような関心
から、私自身の身近に置くものと考え、日々の暮らしの中で机の片隅に置いて折に触れて手に取り眺めながら過ぎゆく時を楽しむ
ことができるのではないかと想像しながら制作した作品である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 笹谷晃生

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

笹谷晃生（Sasatani Teruo)　略歴　 

１９５３年　兵庫県に生まれる
１９７７年　東京芸術大学 彫刻科卒業
　
受賞
１９９２年 第２回ＫＡＪＩＭＡ彫刻コンクール金賞
１９７７年 第8回タカシマヤ美術賞(彫刻)

発表
１９８６年 個展／コバヤシ画廊／東京
１９８９年 第２５回今日の作家展　かめ座のしるし（峯村敏明構想・構成）／
　　　　　　 横浜市民ギャラリー／ 横浜市
１９９０年 個展／なびす画廊／東京
１９９２年 第２回ＫＡＪＩＭＡ彫刻コンクール／鹿島ＫＩビル・アトリウム／東京
１９９３年 第２２回現代日本美術展／東京都美術館他／東京他
１９９３年 個展／ギャラリー日鉱／東京
１９９４年 サントリー美術館大賞展’９４／サントリー美術館／東京
１９９６年 個展／ギャラリー夢創館／神戸市
１９９６年 個展／ギャラリーアパ／名古屋
１９９７年 第６回国際 シューボックス彫刻展／ハワイ大学他／Ｕ.Ｓ.Ａ.他
１９９７年 ́９７兵庫の美術家／兵庫県立近代美術館／神戸市
１９９７年 個展／ギャラリーエフ／美濃加茂市
１９９８年 個展／グスト・ハウス／神戸市
２０００年 EARTH DAY 2000特別企画展　--移ろいゆく「時」、静止・封印さ
　　　　　　れた--「時」／ギャラリー夢創館／神戸市
２００１年 NO WHERE - NOW HERE ／Salon des Arts ／London U.K.
２００２年 タカシマヤ美術賞展／高島屋(日本橋、横浜、難波、京都)／東京他
２００２年 5th ANNIVERSARY／グスト・ハウス／神戸市
２００５年 個展／北ビワコホテル・グラツィエ／長浜市
２００７年 立体造形展Vol.11／ギャラリーけやき／三田市
２００７年　個展／ギャラリー揺／京都
２００８年　個展／L Ｇａｌｌｅｒｙ,F-１／名古屋
２００８年　個展／ギャラリーけやき／三田市
２０１０年　Ｌ ＥＸＨＩＢＩＴＩＯＮ ／L Ｇａｌｌｅｒｙ,F-１／名古屋

「展示作品」（写真上クリックで拡大）

三橋登美栄のブログ「笹谷晃生展（2010.5.18～30）を終えて」もご覧ください
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展覧会情報 : 中井史郎展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2010-4-9 23:18:15 (3348 ヒット)

中井史郎展(アートライフみつはしと同時開催)
2010.4.20(火)～5.2(日)(月曜休廊)
12:00～19:00(最終日は18:00まで)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
例えば、
茶室の中で無なるものと対峙する様な静寂で崇高な小空間を
平面の上に表現できればと、黒色をベースにしたシリーズで、
日頃制作している作品とは異なるエチュード的作品です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中井史郎
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

中井史郎

1934年　京都市に生まれる。
1954年　京展初入選、以後改制まで毎年出品
　　　　　　第10回記念賞、市長賞、
　　　　　　毎日新聞社賞、紫賞受賞

1956年　二科展初入選、以降毎年出品
　　　　　　特選、パリ展、会員努力賞受賞
　　　　　　総理大臣賞（2009）受賞

1968年　フランス政府給費留学生として研修。

・サロンドートス（仏）、サロンドメイ（仏）
　二科エジプト展、二科ブルガリア展、
　二科ポルトガル展等に招待出品。

・個展　京都朝日画廊、京都大丸、
　　　　　東京池袋西武、他多数

・現在、二科会員、審査員

IB Space<無-2> 334×243mm・Oil on Canvas

三橋登美栄のブログ「中井史郎展（2010.4.20～5.2）を終えて」もご覧ください
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シリーズ企画 : シリーズ企画「移行」２　水谷イズル展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2010-3-20 17:46:03 (1822 ヒット)

ギャラリー揺　シリーズ企画「移行」２
水谷イズル 展
ーmoment to momentー

2010.4.6(火)～18(日)　12(月)休廊
12:00～19:00(最終日17:00)

･･････････････････････････････････････････････････

moment to moment

　　　　　　いま

『私たちは「現在」しか見ることはできない。』
これはとある人から聞いた言葉である。
なるほど私たちには、厳密に言えば過去も未来も見ることはできない。
「現在」も次の瞬間には過去になってゆく。そして、それは私たちの記憶の中にしか残らない。一般的に時間は過去から未来へと
一方的に流れて行くと考えられている。しかし、記憶の中では、遠い過去もついさっきの出来事も、同じように思い出される。蓄
積された記憶は、通時的ではなく、入れ替え可能なデジタル（不連続）な存在として意識される。映像や写真は記憶の構造に似て
いる。
そして、記憶は次第に形を変え、輪郭がぼやけ、曖昧になってゆく。
記憶の中にある「私」の存在そのものも、流れ行く時間のなかで変化し曖昧になってゆく。
私たちの存在は、時間の流れの中に、浮かぶ泡沫にすぎないのかもしれない。

私たちははたして、同じ「時間」を生きているのだろうか。ひとり一人がそれぞれ別の「時間」を生きているのではないか、そん
な思いにとらわれることがある。しかし、それを確かめるすべは私にはない。

ときに、「現在」の時間の流れを離れて、時間の外から「現在」を眺めてみたい。そんな欲求にとらわれることがある。

「時間を結晶化できたら…」そんな無謀な試みに手を染めてみたい。
月をながめながら、現在を越えるためのひそかな企みに思いをめぐらすのだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2010　水谷イズル
･･････････････････････････････････････････････････
･･････････････････････････････････････････････････

水谷イズル
（現代美術家、映像作家、日本美術家連盟会員、JAALA会員）

1961　　愛知県名古屋市生まれ

[個展]
2000 4　　　　　　「Born in Baby I on」(ガレリア・フィナルテ/名古屋) 
2001 10　　　　　「Lamentations 哀歌」（ギャラリーAPA/名古屋）
2002 9～10　　 「Tears of the sky」(ガレリア・フィナルテ/名古屋)
2005 6　　　　　空間と存在（石田大成社ホール/京都）
2006 10　　　　（バーモントスタジオセンター　レッドミルギャラリー/バーモント)
2007 10　　　　（ギャラリーG18/ヘルシンキ、フィンランド）
2007 10　　　　（ロシア国立　A.Sポポフ　コミュニケーション中央博物館/サンクトペ テルブルグ）
2009 8　　　　　Tears of the sky 2009（Yoshiaki Inoue Gallery/大阪）
2010 4　　　　　moment to moment（ギャラリー揺/京都） 

[グループ展]
2004 7～10　　"Declaration 100Artist for Peace"(韓国国立現代美術館/同館主催/ソウル　韓国)
2006 11　　　　懐疑と捏造～アートのジレンマ展（京都精華大学ギャラリーフローラ）
2007 1　　　　　ファン・デ・ナゴヤ美術展2007「他者のまなざし他者へのまなざしー視線から作られる私」展（名古屋市民
　　　　　　　　　　ギャラリー矢田）
2007 11　　　　鏡展～微睡みと反射～（京都精華大学ギャラリーフローラ）
2009 3　　　　　ブリッジ・アートフェア・ニューヨーク（チェルシー、ニューヨーク）
2009 6　　　　　アートアジア・バーゼル（バーゼル/スイス）ギャラリーG77
2009 10　　　　目をとじて～見ることの現在（水戸/茨城県近代美術館）
2010 1～2　　ファン・デ・ナゴヤ美術展2010「On the Planet～私たちはこの惑星で生きてゆく」展 （名古屋市民ギャラリー
　　　　　　　　　　矢田）
2010 3　　　　　アート　カールスルーエ・アートフェア2010（カールスルーエ/ドイツ）

"Tears of the sky" 2009ビデオインスタレーション

三橋登美栄のブログ「水谷イズル展ーmoment to momentー(2010.4.6～18)を終えて」もご覧ください
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シリーズ企画 : シリーズ企画「移行」１　井上 唯 展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2010-1-22 22:05:34 (1861 ヒット)

ギャラリー揺　シリーズ企画「移行」１
井上 唯 展
「いまここに存在するということの不確かさ」

2010.2.23(火)～3.7(日)　3.1(月)休廊
12:00～19:00(最終日17:00)
※2月27日(土)17:00よりパーティーを行います。

･･････････････････････････････････････････････････

繊細なモノがそこにあることで、
今まで意識にのぼってこなかったようなことにふと気づく瞬間がある。
いまここにある世界が、
目に見えるレベルでも見えないレベルでも
どんどん変化していっているということを思う。
光や空気といった自然界の現象と、モノと人とが、
関わり合いながら変わり続けていくさまを見ていると、その変化のむこうに、
私たちとは関係なく動いている世界の本質、ルールがあるように感じられる。
そんな空間の囁きに全身の感覚をそばだたせ、
流動しつづける世界の一端を垣間見たいと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 井上 唯

･･････････････････････････････････････････････････
･･････････････････････････････････････････････････

井上　唯　　Yui Inoue

1983 年　　愛知県豊橋市生まれ　
2005年　　愛知教育大学 教育学部 造形文化コース　卒業　
2007年　　金沢美術工芸大学大学院 美術工芸研究科 染織コース　修了
現在　　　 大阪産業大学 工学部 建築・環境デザイン学科　助手

【主な展覧会歴】
2005年　 「textile textile textile」都心賑わい回廊ミュージアムきんしん(金沢市）
2006年　 「ROUTE41」なべしま銘茶（高山市）
2007年　 「Presentation & Exhibition」ARTCOURTgallery(大阪）
　　　　　　 「井上唯展／静かな時間」アートライフみつはし（京都）
2008年 　「公募京都芸術センター2009 
　　　　　　　井上唯『虚空に浮かぶ月』／clipper『アウトライン－電車編』」京都芸術センター

【主な受賞歴】
2005年　　第37回毎日DAS学生デザインコンペ　金の卵賞
2007年　　修了制作作品買い上げ賞（金沢美術工芸大学　所蔵）
2008年　　ておりや30周年記念公募展　大賞
　　　　 

三橋登美栄のブログ「井上唯展『いまここにいることの不確かさ』(2010.2.23～3.7)を終えて」もご覧ください。
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展覧会情報 : Small MUSEUM 2009展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2009-12-26 11:39:29 (1934 ヒット)

Small MUSEUM 2009展
2010.1.6(水)～18(月)　11日休廊
12:00ー19:00(最終日は17:00まで)

･･････････････････････････････････････････････････

京都学園大学アートギャラリー実習では、一年を通し、アートギャラリーの基礎を学び、展覧会を企画、運営、アートに関する知
識と展示の技能を修得し、文化交流、社会との触れ合いを目的としています。このたび、京都学園大学受講生たちの写真作品と社
会で活躍するアーテイストを迎え、その作品の展示、交流から学びとる重要な機会としています。「スモールミュージアム」（小
さな美術館）と題したこの展覧会は、区切られた３つの空間を活用し、京都学園大学受講生たちの写真作品の展示（洋室スペー
ス）、現代美術作家の陳維錚（和室スペース）、メディアアーティストのアンドレアス・クレシグ（ガーデンスペース）両氏を個
展形式にて、３つのカテゴリーより紹介いたします。
京都学園大学「アートギャラリー実習」担当講師　アマノ雅弘

･･････････････････････････････････････････････････

洋室スペース　京都学園大学　アートギャラリー実習（2009年度）受講生

和室スペース　陳維錚　JuiChen TAN
現代美術作家、マルチアーティスト。マレーシア生まれ中国系人。1996年来日、3DCGアニメーション、実験映画、インスタレー
ションや参加型パフォーマンスなど表現手段が多様。数多くの個展やグループ展を通じて、活発に国内外で作品発表。メディアア
ートのスキルを生かしたインタラクティブ（参加型）な装置とアナログな手段を融合した演出が特徴。一貫して「存在のリアリテ
ィ」を探求するコンセプトにより、実在の不確かさを気づかせる視覚体験が仕掛けられている。
http://tanjc.net

庭スペース　アンドレアス・クレシグ（Andreas Kressig）
メディアアーティスト。1971年パリ生まれ、ジュネーブ（スイス）在住。コンピューターグラフィックスの映像、ビニール、電
気部品などの既製品を使用した光をテーマにした作品やリサイクル可能な素材を使った手法など、インスタレーションの手段で視
覚化する作品を発表。作品で使用される様々な素材は、媒介物として機能し、その場で成立する関係や効果を作り出し、独自の世
界を見出している。ジュネーブ、京都、カイロ、アルメニア、デュッセルドルフ他個展、グループ展を国内外多数。

三橋登美栄のブログ「Small MUSEUM 2009(2010.1.6～18)を終えて」もご覧ください。

続き... | トラックバック・コメント ( 1 )

シリーズ企画 : シリーズ企画「光と影」その５　佐藤忠展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2009-11-6 23:17:36 (1822 ヒット)

ギャラリー揺　シリーズ企画「光と影」その５
佐藤 忠 展
[Red Game]

2009.11.17(火)～29(日)　24(火)休廊
12:00～19:00(最終日17:00)
※28日(土)17:00よりクロージングパーティーを行います。
･･････････････････････････････････････････････････
以前より作品のクオリティーを追求し続けているが、
最近はそれらを支配する場との関係性をより強く意識している。
それは空間の性格、量、空気感、光や時間の流れ方などを
自分なりのフィルターを通してひも解いていくことで形成される。
どんな条件下においてもコンセプトがブレることなく,
自分の想いをさまざまな形で表現できることが、
作家としての重要なファクターでもあると考えている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 佐藤　忠

･･････････････････････････････････････････････････
･･････････････････････････････････････････････････

佐藤 忠

1966 神奈川県生まれ
1991 東京芸術大学美術学部工芸科卒業
1993 同大学大学院美術研究科鍛金専攻修士課程修了
2006 文化庁新進芸術家国内研修制度研修員
2008 文化庁新進芸術家海外留学制度研修員　（ドイツ／ベルリン）
現在 女子美術大学、横浜美術短期大学非常勤講師

個展

1997 ギャラリーCoo(青山)
2000 ギャラリーなつか (銀座)
2001 ギャラリーなつか (銀座)
2003 ギャラリーなつか (銀座)
2004 世田谷ギャラリー (梅ヶ丘)
2005 ギャラリーU (目黒)
2006 村松画廊 (京橋)
　　　 ギャラリーなつかb.p (銀座)
2007 日本橋高島屋美術画廊 X (日本橋)
　　　 ポラリス☆ジ・アートステージ (北鎌倉)

グループ展/展覧会

1988 きゅっきゅっ展 (大倉山記念館/神奈川)
1990 PARADOX CONCENTEATION展 (目黒美術館区民ギャラリー/東京)
1992 第1回ソニー・アート・アーティストオーディション展 (横浜みなとみらい/神奈川)
1997 女子美術大学助手作品展 (女子美術大学図書館ギャラリー/神奈川)
2003 「あっほしい！新世代の作品」展 (ギャラリーなつかb.p/東京)
　　　 第39回神奈川県美術展 (神奈川県民ホール他/神奈川)
2005 第23回日本金属造型作家展 (神奈川県民ホール)
2006 あしがら里山アート展 (神奈川県大井町)
　　　 「despositors meeting」展 (Art & river bank/東京)
2008 「彫刻家からの贈り物」展 (エクリュの森/静岡)
　　　 OAP彫刻の小径「空と風と水と」 (アートコートギャラリー/大阪)
　　　 「画廊からの発言小作品」展 (ギャラリーなつかb.p/銀座)
2009 「未来へのタカラモノ」展 (高島屋美術画廊/東京・新宿・大阪・京都)

受賞
1991　東京藝術大学卒業制作　サロン・ド・プランタン賞　受賞
1992　第1回ソニー・アート・アーティストオーディション展　入選
2003　第39回神奈川県美術展　準大賞　受賞
･･････････････････････････････････････････････････
佐藤 忠 ホームページ　 http://satochu.com

三橋登美栄のブログ「佐藤忠展 Read Game」(2009.11.17～29)を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

シリーズ企画 : シリーズ企画「光と影」その４ 岩村俊秀展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2009-10-22 22:55:36 (2241 ヒット)

ギャラリー揺　シリーズ企画「光と影」その４
岩村俊秀展 (Stone Stratum )
ーThe First of a Billionー

2009.10.27(火)～11.8(日)　2(月)休廊
12:00～19:00(最終日17:00)
※31日(土)17:00よりパーティーを行います。
･･････････････････････････････････････････････････
･･････････････････････････････････････････････････

　　　　　　
岩村　俊秀

１９６６ 兵庫県生まれ
１９８８ 大阪芸術大学芸術学部美術学科卒業
１９８９ 同大学専攻科卒業
１９９１ 播磨新宮石彫シンポジウム（兵庫県播磨新宮文化会館）
１９９２ 笠岡石彫シンポジウム（岡山県笠岡市）
１９９３ あぶくまストーン・コンベンション（福島県飯舘村）
１９９４ 新潟市野外彫刻大賞　入選（新潟県新潟市）
１９９５ 石の道・いけだ石彫シンポジウム（大阪府池田市）
１９９７ Artists ’ camp in KASAMA（茨城県笠間市）
１９９８ 都市基盤整備公団ハート・アート・フェア（兵庫県神戸市）
１９９９ 工芸の里フェスティバル（石川県吉野谷村）
１９９９ 日向現代彫刻展 （宮崎県日向市）
２０００　 山里に出た美術展 （岡山県熊山町）
２０００ 宮崎現代彫刻・空港展（宮崎空港）
２００１ 　山里に出た美術展 （岡山県熊山町）
２００１ 宮崎現代彫刻・空港展（宮崎空港）
２００１ 第２８回岩手町国際石彫シンポジウム（岩手県岩手郡岩手町）
２００２ ロイヤルアーク香枦園彫刻プロジェクト（兵庫県西宮市）
２００３ 宮崎現代彫刻・空港展（宮崎空港）
２００３ ＫＡＪＩＭＡ彫刻コンクール　入選（東京都港区）
２００４　 第５０回池田五月山さくらまつり・記念モニュメント制作
２００４ ＮＨＫ連続ドラマ「てるてる家族」記念モニュメント制作
２００４　 EXHIBITION May Studio－八百万という概念（ギャルリVEGA）
２００５　 宮崎現代彫刻・空港展（宮崎空港）
２００５　 池田室町住民憲章碑制作（池田市室町会館）
２００５　 現代彫刻展－２１世紀への挑戦(吹田市メイシアター）
２００５　「そこにあるかたち」（ギャラリーしをり）
２００５　「Beyond the Border－猫から虎へ－」（茶屋町画廊）
２００６ Kunst Kraft Klub「冬の座」招待出品（ギャラリー白）
２００７ 宮崎現代彫刻・空港展（宮崎空港） 
２００７ 長岡京市下海印寺土地区画整理事業記念モニュメント制作
２００７ 国産旅客機YS-11記念モニュメント制作（池田市文化会館）
２００８ 茨木市市制施行６０周年記念　元茨城川緑地彫刻コンクール
　　　　 最優秀賞受賞
２００８ 医王堂再建２０周年記念モニュメント「洗心」制作
　　　　 （臨済宗・万松寺　京丹後市）
２００８ 現代彫刻展vol２（吹田市メイシアター）
２００８ 架空通信　百花繚乱２００８（兵庫県立美術館）

三橋登美栄のブログ「岩村俊秀展　―石層―「The First of a Billion」(2009.10.27～11.8)を終えて」もご覧ください

続き... | トラックバック・コメント ( 1 )

展覧会情報 : クリス・ネルソン展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2009-10-1 22:29:26 (2098 ヒット)

Chris Nelson
クリス・ネルソン展　
2009.10.13(火)ー25(日)（月曜休廊）
12:00ー19:00(最終日は17:00まで)
･･････････････････････････････････････････････････

クリス・ネルソンは、アメリカ合衆国コロラド州出身のアーティストです。
コロラド州大学彫刻学科を卒業して４年後、マサチューセッツ州へ制作の拠点を移した彼の作品はサイトスペシフィック・インス
タレーションが中心となっていきます。光、影、動きや空間などをモチーフにした作品はとても瞑想的で、それはまるでささやき
のような静けさを持っています。また同時にそれらは自然の本質が露呈されたようにも見えます。
彼はMassachusetts Cultural Councilの助成金及びバーモントスタジオセンターで数回の賞を受けており、教育者、ディレクタ
ー、キュレーターとしても活躍しています。彼の仕事とその活躍は、マサチューセッツ州を中心にアメリカ全土そして京都、日本
で波紋を呼んでいます。
この度ギャラリー揺での日本初個展は、ネルソンの新作を公開します。その静謐なささやきに耳を傾けてみましょう。

･･････････････････････････････････････････････････
･･････････････････････････････････････････････････

 
top_Red Mill,2006, plastic,elastic cord, 2 spaces @ 9'×15'×3'
bottom_Circle/Air, 2007, aluminum rods, plastic,csiling fan, 22'diameter
right_Between Now and then, 2009, cotton, woodcotton, fans, Pixiglas,
geliedlighting, 1,728square feet

三橋登美栄のブログ「クリス・ネルソン展「In The Space」(2009.10.13～25)を終えて」もご覧ください

続き... | トラックバック・コメント ( 1 )

展覧会情報 : 川上大介展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2009-9-5 13:51:18 (3086 ヒット)

川上大介展　[approach to signs]
2009.9.29(Tue)ー10.4(Sun)
12:00ー19:00(Last Day　17:00)
･･････････････････････････････････････････････････
山を歩く

私が歩いたその場所を、シカ、イノシシ、タヌキなどが歩きます。
そこはもう人が特別な存在でいられる場所ではありません。
気配どうしがぶつかり合う、緊張した空間です。
　　　　　
私は制作を通して、その空間に接近したいのです。

･･････････････････････････････････････････････････
･･････････････････････････････････････････････････
川上大介

1985 岐阜県に生まれる
2004　写真2人展　「イマココニ」 （Prinz 京都）
2006　宮本 亜門プロジェクト　「Hi 若冲」 (新風館 京都）
2007　グループ展　「ひふみ」 (空 鍵屋 京都）
　　　　個展　「川上 大介展」 (gallery　はねうさぎ 京都）
2008　京都造形芸術大学 美術工芸学科 陶芸コース卒業
　　　　グループ展 「不器用展」 (gallery RAKU 京都)
2009　グループ展「homeAway～京都の新しい解釈～」(楽空間　小西）
現在　同大学 陶芸コース副手

三橋登美栄のブログ「川上大介展「approach to signs」(2009.9.29～10.4)を終えて」もご覧ください

続き... | トラックバック・コメント ( 1 )
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